
平居 謙『短詩系文藝四重奏叢書 1〜4』における hommage 的所感 

～「俳句」と「川柳」のはざまをめぐる～ 

                               マダムきゃりこ 

１． はじめに 

このところ平居 謙(以下、先生)は、「短詩系文藝」というものに現を抜かしているなと思

っていたら、なんと、詩・短歌・俳句・川柳の 4部作を一挙に出版するというビッグニュー

スが舞い込んできました。あまりに早い展開に驚く一方、どこか、ああ、やっぱり～！と納

得しました。 

わたしの知る限りの詩人あるいは評論家としての先生は多彩で饒舌でいつもエネルギッシ

ュで熱いのです。ところが、「俳句」に目見えた時には何かもうひとりの先生に出会ったよ

うなとても不思議な感じがしました。それは冷めた静かな湖面のさざなみのようでした。も

しかしたら先生の実体（正体）はこのあたりにあるのかしらんと推察しております。 

「俳句」と「川柳」の違いは季語の有無と云われていますが、無季俳句というのもあります

し、もっと決定的に違う何かがあるのでしょう。先生が紙面で紹介されている湊 圭伍さん

の現代川柳などを拝読し、今とても気になっています。そして「川柳」って面白そうだなと。 

 

２．川柳に遊ぶ 

“おたまじゃくし遊びがバッハなら言葉遊びの平居”とでも云いましょうか、もうとっくに

ジャズなんか通り越してロックンローラーのノリで自由自在に「川柳」の世界に遊んでいら

っしゃるではありませんか！川柳作品集『プラスチック・ラヴ』の中に発見してしまいました。 

 

ボディコンの筋をなぞって出社する 

栗剥いてミルクいっぱいかけました 

その丘の麓あたりにキスをする 

手摘みする葡萄とアノ丘の大氾濫 

ごはんしよと誘ってミルク飲む女 

息をする感じでクチビルをふと奪う 

腹が立つその瞬間の透明感 

意外だな。油圧式なんですね君。 

優しさと身体の匂いの相関度 

ウソじゃない。思念でホックをとったのよ。 

ヨコシマなシャツ着た爽やかな君が好き 

朝方のグレイゾーンに雨が降る 

ゴルゴダの丘に一緒に登ろうよ 

ジョアンナに愛し方をまた聞きました 

ひまわりは煮たり焼いたり舐めたりね 



カンケイねえ。十人斬りを終えた今。 

恋人にホームスチールする気分 

凭れ来るその首筋に針を刺す 

頭痛なの。君が嫌いなわけじゃない。 

お前に留学したいんだよ 

火曜日に愛して恋してはいになる 

まえからしってたよ、いわなくてもいい 

ココナッツミルクと愛の 2択です 

それだけのコトねと女が笑う午後 

 

揚げるとキリがありません。ここにもエロくてチャーミングなもうひとりの先生がいます。

痛快で生き生きとしていて水を得た魚のようです。さあ、果たして？ 

 

それはさて置き、ここでは句集『皇帝ダリアを抱く午後』の鑑賞です。 

３．俳句に息づく 

季語があれば「俳句」、なければ「川柳」と片付けたくない何かが私を駆り立てるので、そ

の辺りを探りながら味わってみたいと思います。 

まずタイトルがいい。皇帝ダリアは皇帝ペンギンみたいにインパクトがあって、毅然として

います。初夏から秋の陽射しに逞しくも、何ものをも寄せ付けない凛々しさを携え、てっぺ

んに幾つも花を付けて佇んでいます。圧倒的な存在感があります。この句集に寄せる先生の

並々ならぬ心意気を感じずにはいられません。 

 

A.一句にギュッと閉じ込められた情報が見え隠れするところにドラマティックな魅力があ

ります。人生の切り口を鮮やかに見せてくれ、そこにきらりと季語が効いています。 

 

蟷螂や斬り残したり心理学 

穴惑いこんなところにまで私 

煙茸の勢に似て我が離脱 

急流や皇帝ダリアを抱く午後 

永遠の氷魚となりて君を行く 

泣きながら雛市にゆく人ありき 

アネモネの言いがたき午後書を捨てぬ 

春風やサーカス小屋と不文律 

BRAVOの声遠のきて半夏生 

松ぼくり一枚剥ぎてまた吐息 

いわし雲ソヴィエト連邦映画祭 



冬ざれやギンズバーグを読みし朝 

鰭酒や長門峡の夜鈍し 

漱石や水羊羹の如き海 

失樂園坂の上にもひと家族 

紙風船ついに落ちては来ざる朝 

漠然と生きたりオレもミドリムシ 

 

B.映像やイメージが浮かんでくるシンプルな句はそのまま素直に味わえて安心感もありま

す。目の付けどころや取り合わせには独特なセンスが光っています。 

 

白壁を塗る刷毛先や赤蜻蛉 

小春日や牛の乳房と揺られおり 

挨拶の髭張り詰めて飾海老 

冬薔薇を抱きて信号駆けわたり 

雛あられ頬張る君の唇の先 

卒業の式とさえずるようなキス 

琵琶の実や眼窩の闇に火を点す 

曼珠沙華小劇場の傍に揺れ 

雪下ろす老婆と赤きサングラス 

立春や三面鏡に向かいおり 

残雪や遠足の子ら歌ひゆく 

席替えや机の上の初桜 

春月や遊動円木静かなり 

数の子や炙りつつ聞く遠汽笛 

枇杷の花急転直下の幕間かな 

水温む頃天空にカンパネルラ 

春の日のレタスの如き君なりし 

 

C.ノスタルジーやファンタジーを感じる句は好き嫌いが分かれるかもしれません。どちら

かと言えば私好みです。意外にも重厚感があり、燻し銀の味わいさえ伴っています。 

 

林檎売りの声に怯えつつ暮らす 

渋柿と「暗くなるまで待っててね」 

漁火と連れもて行こか遠い国 

狼やシュールレアレストの証 

凍滝や古代とんぼの翅の傷 



蕗の薹デスモスチルスの鼻の先 

おぬしらはどこの童だ山笑ふ 

桜餅春の重量超過せり 

「身体だけ」約束かわし紅蜥蜴 

街角で踊るおいらと黄金蟲 

ソーダ水タルホの街に迷い入り 

宵待や道化師の歌響きおり 

温め酒ロバート・レッドフォードにも飲ます 

恋ならば雲雀料理でもてなして 

月光に立ち尽くしたり残る蟲 

寒星や基督のゐて安酒場 

 

これらピックアップした作品を独断で大胆にもA.B.C.の 3グループに分けてはみたものの、

とても一句一句が多面的で一括りにはできないことも同時にわかり、思いの外、骨が折れる

作業でした。 

 

４．おわりに 

こんなカメレオンみたいな先生の「俳句」と「川柳」を中心にしばし格闘させていただきま

した。それは愉快な時間でもありました。 

そして今、「俳句」と「川柳」は、別物ではなく表裏一体の関係にあるのではと思い始めて

います。切っても切れない関係にあって、それはまるでコインに表の顔と裏の顔があるよう

に、通貨に変わりはないけれど、「あなたはどちらのデザインがお好き？」「今日はどっちで

闘う？」といった類の相違ではないかしら。 

そういう意味では今回の先生の試み（企み）はとても興味深いことになります。「短詩系文

藝」の間がそれぞれクリアパーテーションで区切られているとすれば、たとえば「俳句」と

「川柳」の区切りなど、この際コロナ撃退とともに取っ払ってもいいのかもしれません。 

最後に拙い詩を寄せて結びといたします。心地よい疲れに浸りながら。 

 

夜明けの四重奏
カルテット

 

風の音がして目が覚めた 

びろうどの冬芽は雨を弾
はじ

いてピチカート 

街角の男はいつも哭いている 

夢の中の男とどこか似かよって 

マンドリンを抱きトレモロを奏でる 

少し風がゆるんだ 

四重奏
カルテット

はどうもこんなふうに始まるらしい               （2021/10/1）  


